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京都三条通り界隈から 16 世紀末から 17 世紀初頭にか
けての陶磁器が大量に出土した（弁慶石町（1987 年度）、
中之町（1989 年度）、下白山町（1995 年度））。この界隈
は「京都図屏風」（元和 6年～寛永元年＝ 1621 ～ 24）、「都















Mizusashi (Fresh-Water Container), Kensui (Slop Basin), and Hanaire (Flower Vase) 
Excavated from Sanjo Setomonoya-cho
Eiji Hatanaka 畑中　英二
論 文 ARTICLE







2001）、寛永年間初期（岡 2001）、慶長 10 年代からから元















信楽焼の水指は、Ⅰ－ 3類が 2点（174、175）、Ⅰ－ 3a
類が 14 点（176 ～ 183、185 ～ 189、193、200）、Ⅲ－ 2
類が 1点（188）、Ⅳ－ 3a類が 1点（184）。建水は、四方
が 2点（219、220）である。
備前焼の水指は、Ⅰ－ 3 類が 4 点（231、233、234、
236）、Ⅳ－ 4 類が 1 点（235）。建水はⅠ－ 1 類が 1 点









信楽焼の水指は、Ⅰ－ 3類が 1点（111）、Ⅲ－ 2a類が




が 3点（157、158、164）。建水は、Ⅰ－ 3類が 2点（159、
160）、Ⅲ－ 2類が 2点（162、179）、Ⅳ－ 2類が 6点（173
～ 178、161、163）、Ⅳ－ 3類が 2点（161、163）である。
瀬戸・美濃焼の水指は、Ⅳ－ 3a類が 1点（16）、三段
重ね餅が 1点（114）である。
高取焼の水指は、Ⅲ－ 1類が 1点（50）、Ⅳ－ 3a類が
2点（48、49）、袋状が 2点（51、52）。建水は、Ⅲ－ 1類






































約 3.5Lが 10 点（177 ～ 179、182、184、186 ～ 189、193）、
約 4.0Lが 4点（174、176、183、200）。建水は約 2.0Lが
2点（219、220）である。
備前焼水指は、約 3.0Lが 1 点（235）、約 3.5Lが 3 点
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（231、234、236）、約 4.0Lが 1点（233）。建水は、約 0.5L
が 3点（266 ～ 268）、約 1.5Lが 1点（239）、約 2.0Lが 1
点（232）である。
【中之町】
信楽焼水指は、約 3.0Lが 1 点（945）、約 3.5Lが 1 点
（943）である。
瀬戸・美濃焼水指は、約 2.5Lが 1点（718）、約 3.5Lが




信楽焼水指は、約 3.5Lが 1 点（111）、約 4.0Lが 1 点
（108）、約 4.5Lが 1点（109）、約 5.0Lが 3点（103、107、
110）、約 6.0Lが 1 点（106）、約 7.0Lが 1 点（105）、約
7.5Lが 1 点（104）。建水は、約 1.0Lが 2 点（112、113）
である。
備前焼水指は、約 3.5Lが 1 点（158）、約 4.0Lが 1 点
（157）、約 4.5Lが 1点（164）、約 6.0Lが 1点（156）。建
水は、約 1.5Lが 1点（178）、約 2.0Lが 11 点（159、160
～ 163、173 ～ 177、179）である。
瀬戸・美濃焼水指は、約 3.5Lが 1点（114）である。
高取焼水指は、約 3.5Lが 2点（49、51）、約 4.0Lが 3
点（48、50、52）。建水は、約 1.5Lが 1点（56）、約 2.0L






























接重ね 1点（211）。上に重ね率は水指 66％、建水 50％。














信楽焼水指は 10 点のうち上下重ね 2点（103、110）、下
に直接重ね 6点（104 ～ 107、109、110）、最下部に窯詰
め 1点（108）。建水は 2点のうち上下重ね 1点（112）。花


















































































































































































 Ⅰ－ 1　類　筒状をなし、口径に対する器高の比率が 5割を切
る平らなもの。
 Ⅰ－ 2　類　筒状をなし、口径に対する器高の比率が 5～ 7割
の浅いもの。
 Ⅰ－ 3　類　筒状をなし、口径に対する器高の比率が 7割以上
の深いもの。
 Ⅱ－ 1　類　鉢形をなし、体部最大径に対する器高の比率が 5
割を切る浅いもの。





















































き技術－」『窯跡研究会第 17 回研究会　瓦窯の構造研究 8　発
表要旨集』窯跡研究会
・京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課編 2016

























11 月 17 日）
・林　順一 2001「中之町出土資料にみる桃山陶」『三条界隈のや
きもの屋』土岐市美濃陶磁歴史館
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